
 「JAやつしろ」における 
    露地野菜産地振興の取組み 
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組合員数 
 正組合員：6,972人 
 準組合員：3,373人 
 
職員数 
 営農指導員：  33名 
 生活指導員：    4名 
 一 般 職 員：350名 
 嘱託・臨時：  26名 
   計   415名 

 
※他常用的臨時雇用83名 

米・麦 

7% 

花き 

1% 
畜産 

2% 

トマト 

42% 

ミニトマト 

10% 

メロン 

4% 

いちご 

9% 

生姜 

3% 

野菜類 

（主要） 

8% 

梨 

1% 

果樹 

2% 
い製品 

8% 

その他 

3% 

H26年度JAやつしろ販売高実績 
（H26年4月～H27年3月） 

24,019百万円 

対 前年比 
100.6% 

期間：H26年４月～H27年３月 
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販売高 1億円以上の主要品目 



生産者：153戸 
面 積：60.5ha 
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生産者：715戸 
面 積：664ha 

生産者：536戸 
面 積：690.8ha 

生産者：391戸 
面 積：284.8ha 

期間：H26年４月～H27年３月 



露地野菜振興の取り組み 
（背景） 

5 

～基幹作物（い草）の転換に関わる取り組み～ 

 

八代農業の復活を目指して 
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4,362戸 

生産農家戸数 

2,448戸 

697戸 

536戸 

5,443ha 

栽培面積 

 3,766ha 

932ha 

690.ha 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

（ha） （戸） 

1.25  

1.57  

1.35  

1.48  

1.33  
1.29  

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

H1 H4 H7 H10 H13 H16 H19 H22 H25

（ha） 
1戸当り 平均栽培面積の推移 

25年間で減少!! 

戸数：▲3,826 戸 
 面積：▲4,753 ha 
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JA八代市

他8JA

千丁、竜
北、八代

市、氷川、
坂本、金剛

太田郷

鏡

北新地

JAやつしろ

（市町村合併）

新八代市

氷川町

支所統廃合

トマト
中央館
南部館

中央第一
カント
リー

総合青果物セ
ンター

製氷機導入
鏡野菜集荷所

北部館
選果機更新

北新地
バレイショ
選果機更新

西部ﾄﾏﾄ
選果機

そらまめ部
会

中央南部
野菜部会

南部野菜
研究会

アスパラガス

部会

甘藷部会

レタス部会

ニンニク部会

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ
部会

露地野菜
栽培ｽﾀｰﾄ
（鏡）
（ｷｬﾍﾞﾂ・
小かぶ他）

冬ｷｬﾍﾞﾂ
（竜北）

指定産地
（国指定）

そらまめ
栽培開始

い草からの転換作

物検討

（JAやつしろ）

鏡地区新規作物
導入プロジェク

ト

春ｷｬﾍﾞﾂ
（竜北）
指定産地

（県指定）

ばれいしょ

指定産地
（国指定）

遊休農地対
策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
（鏡町）

レタス
指定産地

（国指定）

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
指定産地

（県特定）

キャベツ
指定産地

（区域拡大）

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ
指定産地

（県指定）

露地野菜関係を取
り巻く動き

JAやつしろ
合併の変遷

JA関係
施設整備等

JA合併後の
部会・組織整備

4,362戸

戸 数
2,622戸

1,052戸
598戸

5,443ha 
面 積

4,108 ha

1,562ha 

781ha 

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

1,001円/枚

1,486円/枚 1,396円/枚

962円/枚
1,080円/枚

1,376円/枚
1,276円/枚 1,530円/枚

1,848円/枚

い
草
の
動
き

（
面
積
・
戸
数
の
推
移
）

い
草
（
表
）

価
格
の
推
移

八代地域野菜普及拡大
品目産地化プロジェクト
（H17.5.20～H18.3.17）

計10回開催

398戸

695戸
729戸

715戸

228ha

476ha
504.0

664.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

露
地
野
菜
の
動
き

（
面
積
・
戸
数
の
推
移
）

J
A
や
つ
し
ろ
共
販

八代における露地野菜への取組みは、終戦後間もない昭和30年頃から「早出しタマネギ」や「はくさい」「かぼちゃ」など食料
増産政策を背景とした取組みが活発に行われ、高度成長期と共に、い草栽培の拡大やトマト・メロンの導入により、次第に縮小し
ていった。

しかし、平成に入り、「い草」以外の栽培品目を求める生産者も現れ、平成9年の「表」価格急落を機に、新たな品目を導入
し、複合経営化による危険分散を求める声が高まり、「キャベツ」や「ソラマメ」「ブロッコリー」「カリフラワー」などが導入
された。

その後、各地域、各JA単位で実施された「い草転換対策～」「～新品目導入会議」など幾多にも渡る各種検討会が開催され、平
成17年に八代全域の振興方策を策定した「やつしろ地域野菜普及拡大品目産地化プロジェクト」を基点として現在に至る。

い草の推移と露地野菜振興の変遷 



 平成17年度の 
 
JA広域合併を機に・・・。 



やつしろ地域 野菜普及拡大品目産地化計画 
【目　　的】 【推進方法の分類】

　　

　　

　　

表１　い草面積・栽培農家数の推移（熊本県） 　　　（面積、戸数は経済連い業部調査より） 　　

年　度 畳表平均単価（円） バレイショ

平成元年 1,151 ブロッコリー

平成５年 1,419 カリフラワー

平成１０年 1,080

平成１５年 1,347

豆類等の栽培

　　

　　

　

　

【重点推進普及拡大品目】

【野菜普及拡大品目プロジェクトチーム】

　上記導入の考え方に基づき、①八代地域に定着している品目の中で掘り起こしを行い、充実強化を図る。

　②その中で販売的に売れる品目を検討し、導入を図ることでプロジェクトチームを設置し、現在進めている。

　プロジェクトチームは生産推進品目検討班と流通販売検討班の２班で協議。

【その他普及拡大品目】

　 ＜プロジェクトチームの構成＞

　

　

（1）い草と併用して栽培する品目

（2）い草から他作物への転換品目

（３）主に女性・高齢者を対象とした品目

（４）兼業農家向けの品目

・県中央会連合会営農生活センター・熊本県園芸種苗ＫＫ・各市町村農政主管課・ＪＡやつしろ

・八代地域振興局農業普及指導課・県農業研究センター作付け体系研究室・県経済連園芸部（園芸指導課・園芸流通課・直販課）

　

　①キャベツ、②ブロッコリー、③レタス、④アスパラガス

5,360

1,781

2,831

1,239

単棟ハウスを事業等により建設し、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ

ﾊﾞﾚｲｼｮ、ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ、ｶﾘﾌﾗﾜｰとの組合せ

キャベツ、白菜、レタスの３品目を主にした5,460

4,041

6,630 2,201

7,315

　

戸　数面積（ｈa)

　

中国作付面積（ｈa)

4,150

10,121

　

　

8,687

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

い草 トマト メロン イチゴ 露地野菜

農家戸数

（戸）

主要品目別農家戸数推移

平成５年 平成１０年 平成１５年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

い草 トマト メロン イチゴ 露地野菜

面積

（ha）

主要品目栽培面積推移

平成５年 平成１０年 平成１５年

の４品目は流通販売検討班から提案があった契約販売に余裕があり、売れる品目で

あり、作付けを伸ばせる品目である。４品目を重点普及拡大品目とし推進を図る。

近年、農業を取り巻く情勢は厳しさを増している。八代地区においても例外ではなく、

諸問題などにより比較的に安定していたトマトを中心とした施設園芸をも逼迫している。

特に、全国一の生産量を誇るい草・い製品については、中国産表輸入の影響と需要の低

迷により、い業界全体が危機的状況に陥っている。

い業農家においては、各作業行程が機械化されているが、個々が高価であり、更新時期

を迎えている農家も少なくない。

このままでは、今後い業経営から撤退、もしくは離農する農家が増加することが予想さ

れる。そこで、比較的に初期投資の少ない露地野菜を中心に、その掘り起こしと「売れる

ものを作る」理念で、売り先を明確にした販売システムの構築により野菜普及拡大品目の

産地化計画を立案し、農家経営の再構築を図ることを目的とする。

①カリフラワー、②白菜、③ニガウリ、④そら豆、⑤スナップエンドウ、⑥インゲ

ン、⑦オクラ、⑧深ネギ、⑨ホウレンソウ、⑩みず菜、⑪わけぎ、⑫バレイショ、⑬

タマネギ、⑭レンコン、⑮サラダゴボウ、⑯ニラ

年内にい草・い製品の作業を集中し、再生産価格を確保し、年明けからは需要の端境期を迎え低価格で推

移する為、年明け以降に野菜の出荷により収入を確保できる品目を選定。

☆い草＋露地野菜
キャベツ、ブロッコリー、レタス、カリフラワー、白菜、バレイショ、タマネギ、レ

ンコン、ホウレンソウ、ミズナ（育苗ハウス利用）他。

い業関連の機械更新を迎え、今後の投資で採算が合うのか先行き不透明である為、他作物へ転換を図りい草から得る

収入と同額以上の収入を得る品目を組み合わせて選定。

①い草 → ☆露地野菜

②い草 → ☆施設（単棟ハウス）野菜

☆小物・軽量野菜

生涯現役を目指し、小区画の面積・家庭菜園の延長でも収入を得る目的で栽培し、将来的に産地化を目指す品目を

選定。

農業情勢の厳しさに伴い、農家の兼業化も進行している。兼業を対象とする上では、土・日を中心とした作業が主

となり、省力・軽作業が求められる。それに対応した品目を選定。

☆省力・軽量野菜

キャベツ

白菜

レタス

アスパラガス

スナップエンドウ

オクラ、そら豆、インゲン、スナップエンドウ、ミズナ他

品目選択

9 

八代で実際栽培実績があり、且つ今後の戦略上産地化の展望が見込める品目 

H17年度～ 

八代で、家庭菜園を含めた栽培実績のある
品目を選定した。 



 既存産地が全国にある中
で、これからどういう産地化
を目指すのか・・・。 



食の外食化 
家庭調理の簡素化 

需要の変化 

「業務・加工向け契約」取り引きを
中心とした産地作り 

11 



需要実態に則した生産体制の確立 
（生産量の拡大・定量供給） 

重量野菜 

 業務・加工向けを中心とした産地化 

その他野菜 

第一に収量確保、商品化率の向上 

 鮮度感・旬を最優先した取組み 

12 

差別化・・・。など付加価値販売は厳しい 



露地野菜の販売体制の現状 

13 

旧来のJA単位で集荷所・部会が存在 

販売戦略がそれぞれで行われていた 

加工・業務向け、青果販売が混在 

出荷規格、DB規格もそれぞれ独自のものであった 

JA広域合併後も「合体」状態であった 

JA共販率も低いものであった 

当時の契約に対する捉え方は・・・ 
 「今年は安そうだから契約を増やす」・・・。 

 「高そうだから契約を減らす」 
  程度のものであった。 



 農家・指導・販売担当職員にも「私は
○○の指導・販売担当だから、できない
覚える必要がない」 

推進当時の状況① 

「いつか きっと 再び、あの良き
時代がやってくるはず」 



販売高の大きい品目の担当者から
は、 
 
「キャベツぐらい どうでもなる」 
 
「ブロッコリー ぐらいどうでも販売
できる」 
 

という意識もあった。 

推進当時の状況② 



キャベツ10kg 1箱600円が 
      高いのか安いのか・・・。 
 
ブロッコリー1本70円が 
      高いのか安いのか・・・。 

ところが・・・・。 

相場感すら無い中でのスタートであっ
た。 



指導・販売戦略というよりは、 

「出荷作業」が中心で、事実上の

「販売・指導」からは、程遠いも

のであった。 

推進当時の状況③ 



そんな中での販売高は、相場に左右
される不安定なもので、細々とした
ものとなり、地域やJA内での位置づ
けは低いものであった。 

推進当時の状況④ 

 中には、 
「価格を保証できないんだから・・・。」 
 と推進を否定するものまで現れた。 



そうこうしている間に、 
基幹作物である「い草」は、 
衰退の一途をたどり続けていた。 

推進開始当時の状況⑤ 

「珍しいもの」「どこの産地もまだ栽培して
いないもの」「一発逆転ホームラン」の打て
る品目を模索した・・・しかし。 



「珍しすぎて売れない」 
 
「い草並みの反収60万円～100万円の  
 見込める作物を！」 

 
というテーマが、解決にいたら
ない状況となっていた。 



上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 （kg／10ａ） （円） （％） （円／10ａ） （a／２人） （円） （ｈｒ／10ａ）

キャベツ 秋冬
4,500 60 47 126,900 300 3,807,000 110

ブロッコリー 秋冬
1,100 290 50 159,500 100 1,595,000 190

レタス 秋冬
4,000 120 45 216,000 150 3,240,000 140

アスパラガス 周年
2,000 900 50 900,000 20 1,800,000 1,770

カリフラワー 秋冬
3,000 150 50 225,000 80 1,800,000 150

ハクサイ 秋冬
5,000 40 60 120,000 300 3,600,000 105

サラダタマネギ 早出し
4,500 120 40 216,000 40 864,000 170

秋春どり（初年目） 5,000 430 60 1,290,000 20 2,580,000 800

（2年目）

夏どり（初年目） 5,000 380 60 1,140,000 20 2,280,000 800

（2年目）

バレイショ 春作（マルチ）
2,000 135 40 108,000 60 648,000 200

ハウス 1,000 830 35 290,500 40 1,162,000 230

トンネル 1,500 320 45 216,000 40 864,000 230

露地 2,000 250 45 225,000 150 3,375,000 220

ハウス 2,200 550 45 544,500 20 1,089,000 600

露地 1,500 400 55 330,000 20 660,000 580

ハウス促成 4,000 1,000 58 2,320,000 6 1,392,000 2,400

ハウス半促成 3,000 750 55 1,237,500 6 742,500 1,880

トンネル早熟 1,500 700 60 630,000 6 378,000 1,280

露地抑制 1,000 1,000 70 700,000 6 420,000 1,200

ハウス抑制 1,000 1,000 60 600,000 6 360,000 1,280

ｽﾅｯﾌﾟ実ｴﾝﾄﾞｳ ハウス
2,500 700 73 1,277,500 30 3,832,500 750

ホウレンソウ

(３作）
育苗ハウス等

を利用 3,000 500 50 750,000 10 750,000 800

みず菜
（３作）

育苗ハウス等
を利用 3,000 500 50 750,000 10 750,000 800

ニガウリ ハウス早熟
3,000 150 50 225,000 20 450,000 300

トンネル早熟 3,500 700 50 1,225,000 15 1,837,500 1,550

露地 3,000 600 55 990,000 12 1,188,000 1,350

作型

出荷期間
収量

12 1 2 3
投下労働時間

4 5 6 7 8 9 10 11
単価

オクラ

ニラ

れんこん

そらまめ

インゲン

家族収入所得率 所得 経営規模
作物

八代における普及拡大品目の推進提案 

収
穫
期
間 

収
支
の
目
安 

推
進
品
目
の
提
案 
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野菜品目の組合せ（栽培体系） 例 

22 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

いぐさ - - - - - - - - - - - - - - - - - - △ - - - - △

水稲 早期 △ △ - - - - - - - - -

水稲 普通期 △ △ - - - - - - - -

水稲 晩期 △ △ △ - - - - - -

バレイショ 春 △ △ △ △ △

キャベツ 秋冬 △ △ △

キャベツ 春 △ △

レタス 冬 △ - - - △

ブロッコリー 秋冬
△ - - - - - - - △

ブロッコリー 春
△ - - - - △ △ - -

レンコン 普通 △ △ △

オクラ 露地（普通） ◎

ソラマメ 露地 - - - - - - - - - - - ◎ - - △ - - - - -

ラディッシュ 検討中

ホウレンソウ

(３作）
検討中

チンゲンサイ 露地 ◎ ◎ - - ◎

20日ダイコン 露地 ◎

ナバナ
（花菜）

◎ ◎ ◎

みず菜
（３作）

検討中

12作物 作型
圃場利用期間と収穫期の目安

9 10 11

①圃場利用

八代地方における　主要農産物作付け体系（露地）

1 2 3 4 5 6 7 8

収穫

収穫

収穫

収穫

管理（圃場使用）期間

管理（圃場使用）期間

管理（圃場使用）期間

管理（圃場使用）期間

収穫管理（圃場使用）期間

収穫

収穫収穫

収穫

収穫

管理（圃場使用）期間

管理（圃場使用）期間

収穫
収穫

収穫管理（圃場使用）期間

管理（圃場使用）期間

収穫管理（圃場使用）期間

収穫

収穫 収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫収穫 管理（圃場使用）期間

収穫 収穫 収穫収穫

収穫収穫

収穫

収穫収穫 管理（圃場使用）期間

収穫



市場からの提案も積極的に取り入れたが、
「導入の際は」指導員の頭の中で、 
 

   推進対象となる生産者が 
  「浮かぶか」「 浮かばないか」 
        の 
  「インスピレーション」 
        と 
  「コーディネートの工夫」 
   
    で対応していった。 



推進の一例・・・。 

◎各地区の基点となり得る生産者 

 （キーマン）への 作付の推進 

◎経営の厳しい農家への「一部だけ」   
 の導入推進           など 

 



作物を 
 ・観る事（状況把握） 
 ※定植後の管理は限られているため、作物の葉色と   

   樹勢バランスを観察して「追肥の要不要・量」 
   の判断を行なった」 
  

  

心がけたこと・・・。 

 ・売る事（ユーザーを知る） 

 ※高い評価の品質～クレームになる限界の品質 

  を知る事で、収穫・調整の指導をタイムリーに実施。 

 聴く事（生産者の感触や不具合・不満など） 



平成19年度  露地野菜初の拠点となる 
総合青果物センターが竣工 

総合青果物センター 

真空予冷装置 予冷庫 

レタス一元集荷を開始 
26 

キャベツ（業務・加工）の 
ストックヤード 
（共有販売（規格の簡素化で地域差が払拭） 



27 

野菜関連集出荷施設の位置図 

い草の集荷施設を 

 

野菜集荷所として
再利用 



平成20年10月 

レタス部会設立（一元販売） 
平成２１年度～ 

各品目  随時価格安定事業加入 

平成27年9月 

ブロッコリー部会設立（拠点集荷一元販売） 



 
本格的に推進を開始した 

 
その矢先に・・・ 

29 



 

H19年 H20年 

供給過剰で 
市況が暴落 

契約不履行 
（納品義務違反） 

大不作 

気象による作柄の変動 

30 

前年の過剰生産を受けて、100%
に近い契約率で臨んでいた 

契約に対しての認識が薄かった 



作物がしっかりと穫れる事が最重要 

一定期間長く、しっかりと穫れる事 
（規模拡大） 

※露地野菜は、1回収穫すれば終了となる。 

簡単だから、難しい!！ 



産地化推進品目の八代版作型（品種構成）の確立 
 

出荷規格の整備 
 

水田転換である不利地での振興の認識と排水対策 
 

栽培管理技術の向上 
 

指導・販売戦略のマッチング 
 

露地野菜の振興方策の具体化 
 

部会組織化 
 

地域事情に合わせた推進及び連携     etc 
           

32 



１、どの時期に収穫するのか。 
２、予定する期間内での１日当たりの収穫量を算出する。 
３、規模（面積）の決定 
４、栽培予定圃場を確定（特定）する。 
  （転作田、もしくは、水稲跡予定であれば、水稲の刈り取り予想時期を検証する。） 

５、選定した品目別に品種を決定する。 
６、必要資材（トレイ・床土・種子）、育苗施設（雨除けハウス等）を準備する。 

７、計画的に播種を行う。（№３と連動。） 
８、播種から約30日目には定植となるため、天候を見計らっ 
  て、圃場準備（土作り・施肥・耕起・うね立て）を行う。 
９、定植 → 活着促進のため、速やかに、たっぷりと かん水する 

10、栽培管理 → 収穫 → 出荷 

露地野菜栽培取り組みにあたって 



34 

栽培管理面 
 干拓地帯であり、長い歴史の中で、水田農業（水稲・い草）を主目的とした

「水を貯める為の区画整備」が行われている。 

畑作物の栽培には条件不利地である。 

栽培圃場の現状 

 「高うね」「額縁排水溝整備」「明渠」などの排水対策は必須
であり、安定生産を目指した株間の拡大（粗植栽培）により、商品化率向上を
実現する。 

安定生産に向けた
栽培管理① 

※収穫機などの機械化一貫体系導入は、「高うね」管理が必須である事から、不向きである事と、一斉収穫で
きる程の生育の揃いは難しいため、収穫作業は手作業が主流である。 

キャベツを中心とするアブラナ科野菜の産地化を図
る上で、避けて通れない「根こぶ病」についても、
現在では段階的な対策をとり、 
「転炉スラグ」投入による改善策を実施 

安定生産に向けた
栽培管理② 
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集出荷販売面 

Kg当り「5.7円」の
コスト削減＝実質
生産者手取りUP 

キャベツの例 
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作型表の設定（作成）と 

生産者へのコーディネートが
「ポイント」 
 
 地域に合わせた品種の選定で、
10人中8人がしっかりと対応でき
るものとする。 
 

経験値と巡回頻度が重要 



八代地域キャベツ栽培基準 

定植前（植付け前）
№ 薬剤名 使用量 散布量 使用時期 総使用回数

1 トレファノサイド乳剤 200～300ml 100㍑ 定植前（植穴堀前）

2 トレファノサイド粒剤 ４～６kg ― 〃

3 ゴーゴーサン乳剤30

4 ゴーゴーサン乳剤

5 ゴーゴーサン細粒剤F ４～5kg ―

定植後（植付け後）
№ 薬剤名 使用量 散布量 使用時期 総使用回数

1 フィールドスターP乳剤 50～75ml 100㍑ 定植後雑草発生前（定植後10日まで） 1回

2 アグロマックス水和剤 200～300g 100㍑ 定植後雑草発生前 1回

1 ナブ乳剤 150～200ml 100～150㍑ 収穫30日前まで 1回

2 ワンサイドP乳剤 50～100ml 100㍑ 収穫30日前まで 1回

3 セレクト乳剤 50～75ml 100㍑ 収穫30日前まで 1回

うね間処理剤ほか
№ 薬剤名 使用量 散布量 使用時期 総使用回数

1 プリグロックスL 600～1,000ml 100～150㍑ 収穫30日前まで（うね間処理） 3回以内

2 バスタ液剤 300～500ml 100～150㍑ 収穫45日前まで（うね間処理） 2回以内

※登録農薬は、必ず最新の情報を取得した上で使用すること。

1回

200～400ml 70～150㍑
定植前（雑草発生前） 1回

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆栽培管理のポイント 

 ・定植時期は台風や降雨等、気象条件の影響を受けやすいため、計画的に圃場準備を行う。 

 ・各作型にあった品種を選定し、計画的に播種及び定植期を分散させ、収穫期が重ならないように努める。 

 ・畝作りは高畝とし、圃場周囲の溝切りを行なうなど排水対策に努める。 

 ・適正な畝幅・株間で定植を行い、商品化率向上を目指す。 

 ・過剰な窒素の施用を避け、肥培管理に注意する。 

 ・病害虫の発生状況に応じてローテーション防除を行う。 

 ・品温の低い時間帯（早朝～午前 10 時頃まで）での収穫徹底により、品質を維持する。 

 

◆栽培管理 

（１）播種  

 １）準備（10a あたり） 

・コート種子：5,000 粒 

（or 裸種子：20ml×2 袋 or フィルムコート：2,000 粒） 

・セルトレイ（128 穴）：40 枚  

・培土（市販の培土、滅菌消毒済みのもの等） 

 

 2）手順（一度に行う播種量目安：10～20ａ分） 

 ※高温期は夕方に行う。 

 ①セルトレイに培土を均一に入れ、ムラなく潅水する。 

 ②培土の水がなじんだら、播種穴をあけ１穴に１粒播種し、覆土（培土等）する。 

 ③高温時期は、納屋などの風通しの良い日陰で発芽させる。 

 ④トレイを積み重ねる場合は、通風性向上のため、間に空間を確保する（例、割り箸等を挟む）。 

 ⑤発芽確認後、気温が下がる夕方を見計らって育苗ハウスの育苗棚に移動する。 

 

（２）育苗  

 １）準備 

 ①高温期の育苗となるため、できるだけ間口・軒高の大きいハウスに、遮光ネット（30～40％程度）を準備する。 

 ※ハウス内温度が 30℃以下になるように努める。 

 ②ハウスサイド部には、防虫ネットを張る。 

※通風性を確保するため、目合い４mm 以上が望ましい。（防風ネットは×） 

 ③コンテナやブロック＋パイプ等で育苗棚を設置する。 

 ※地面より 30cm 以上離した位置で管理ができるように調整する。 

 

２）潅水のポイント 

 ①基本的には、子葉が展開するまで潅水は行わない。 

 ②夕方には床土表面が白く乾燥する程度に潅水量を調整する。 

  晴天時 ⇒ 朝からたっぷり１回 

  曇雨天時 ⇒ 少なく調整 

  ※午後に萎れるようであれば、葉水を打つ程度に潅水する。 

  ※また、育苗箱の周辺部が激しく萎れる場合は、その部分のみ軽く潅水する。 

  

 ３）育苗箱の入れ替え 

  育苗後半に、生育が揃うように育苗箱の向きを変えると同時に、ハウス端部と中央部の育苗箱を入れ替える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）圃場準備  

 １）作業ポイント 

  ①定植 20 日前までに石灰資材を全面散布後、よく混和し pH を 

5.8～6.8 に矯正する。 

  ②完熟堆肥を２ｔ/10ａ程度施し、地力増進を図る。 

  ③サブソイラー作業や圃場周囲の明渠整備により、排水対策に努める。 

  ④基肥施用後、土壌水分が適当な状態で畝立てを行なう。 

 ※畝幅 140cm 程度、高さ 30cm 以上の高畝を成形する。 

 ※水分過多で「練った畝」は最後まで生育に悪影響を及ぼしてしまう。 

  

２）施肥基準 

    

 

 

 

 

 

 

 

（４）定植   

 １）定植前日～３日前までに害虫（コナガ・ハスモンヨトウ等）対策として、苗箱かん注処理剤（有効な登録薬剤）で、 

かん注処理を行なう。 

 

 ２）活着を優先させるため、若苗（育苗期間 25～30 日以内）を根ばちが隠れる程度に深植えし、定植後～活着までは、潅水を

十分に行なう。また定植後、『晴天日』や『干ばつ』が続く場合は、圃場への入水も検討する。 

     

 ３）株の充実を図るために、株間は 35cm 以上を目安に定植する。 

   ※株間を広げ、健全な株を育成し、収穫ロスを回避する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）除草体系 

 

 

※使用上のポイント 

 

 

①畝立て完了後、湿り気のあるうち、できるだけ早く  

散布する。 

 

②畝が乾燥している場合は、水量を多く散布する。 

  

③除草剤の効果を最大限発揮させるため、規定の投下

薬量を守る。 

 

 

 

 

 

 

（６）病害虫防除 

  八代地域における病害虫の被害発生は、その年の気象条件によって様々で、特に病害による被害は、収穫皆無など甚大な被害に

繋がる傾向にあるため予防防除を基本とし、害虫防除は、発生予察情報や観察により適宜実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※必ず、登録農薬・地域使用が認可された薬剤である事を確認した上で、薬剤のラベル表記の使用基準に準じた防除を行う。 

  ※定められた収穫前使用可能日数を遵守する。 

  ※使用後は、必ず防除記録を行う。 

 

（５）収穫 

 ・品種固有の形状・色沢を有するもので結球充分にして劣球していないものを収穫する。 

・収穫時間は、品温が低い時間帯に努め、調整後速やかに荷造りを行う。 

・収穫適期の把握と適期収穫の励行により、品質安定に努める。（老化玉・ブカ玉防止） 

・雨天・降霜・凍結時に収穫した際は、水切り等収穫後の管理に注意して調整する。 

・外葉調整の際は、各出荷基準に準じた調整とする。 

・病害虫等の被害果は、収穫・調整時に除く。 

・出荷容器内の品質・形状（大きさ等）を揃え、満杯詰めとする。 

・重量は、各基準に準じたものとする。 

※取引き規格・出荷規格に応じた、外葉基準及び 1 玉当り重量基準を遵守する。 

 

◆特記事項 

 １）生育管理 

 圃場が過剰に乾燥している環境下の露地野菜の栽培において、定植期からの長期に渡る「干ばつ」の影響により、外葉伸長（形成） 

期の生育が緩慢となった事で収穫時期が遅滞し、計画出荷に影響を及ぼす傾向にある。 

  更には、厳寒期の「低温」による影響で「根」の伸張が鈍く、「干ばつ」と相まって、下葉の傷みや、アントシアンの発生が早期 

から確認される等、厳しい作柄となる傾向にある。 

  

要因 

  定植後 2 回行われる追肥が、干ばつで未分解のまま吸収されず、その後の生育後半にまとまって吸収され、結果的に「窒素過剰」

となって様々な生理障害を誘発している。（生育期の「かん水」実施圃は通常の生育）また、適期を逸脱した品種の定植について

は、毎年不安定な作柄を強いられている。 

  

 対策 

  ①干ばつの際の追肥は、施肥後「かん水（手かけ等）」を実施する等「施肥実施と吸収促進」を同時期と捉え、管理する。 

  ②定められた「時期」「量」で追肥するのではなく、「生育進度」「葉色」を判断した後、実施する。 

  ③適期を逸脱した定植が改善されなければ、品種本来のポテンシャルが発揮されないばかりか、計画出荷に影響を及ぼすた 

   め、前作（水稲等）の終了時期、準備期間を十分考慮した播種前計画の立案に努め、作業を行う。 

  ④近年では、「株間が狭い」傾向にあり、圃場次第では、極端な生育不良となっている。 

土質に見合った株間の確保（33～35 ㎝）を心掛ける。 

 

  ２）根こぶ病対策 

作型 収穫期 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

11月下旬～12月上旬

12月中旬～下旬

12月下旬～1月上旬

1月中旬～2月上旬

2月中旬～下旬

3月上旬～4月中下旬

5月11月10月 1月 2月 3月 4月

年明け収穫

○＝播種　　　　　＝定植　　　　　　＝収穫

7月 8月 9月 6月

年内収穫

12月

栽植密度：約4,100株／10a

高さ
30㎝

株間33～35㎝
条間40㎝

高さ
30㎝

株間33～35㎝
条間40㎝

　株間を広げるメリット
◎株が充実する
　玉揃い、肥大性の改善
◎通風が良くなり病害発生軽減
　ベト病等の耕種的予防

うね幅
135㎝～140㎝

うね幅
135㎝～140㎝

生育初期～中期
使用基準で収穫前日数の長い薬剤（21日・14日等）から病害虫の発生状況に応じて
ローテーション防除を行う。ただし、IGR剤など効果の発現が遅い薬剤については、
生育初期から散布する。

生育後期
収穫前日数の短い薬剤（７日・３日等）を病害虫に応じてローテーション防除を行う。
殺菌剤（銅剤）は高温時に薬害の恐れがあるので注意する。

※農薬を散布する際は、必ずラベルの内容を確認し、適正に使用しましょう。

チッソ リンサン カリ

基　肥 100 12.0 15.0 10.0

追　肥 50 8 2 8 2回分施

計 100 20.0 17.0 18.0

年内
（11～12月） 液肥（葉面散布）

収穫時期 種　別
施用量
（㎏）

成分（㎏）
備考

生育に応じて適宜対応

チッソ リンサン カリ

基　肥 100 12.0 15.0 10.0

追　肥 70 11.2 2.8 11.2 2回分施

計 100 23.2 17.8 21.2

年明け
（1～3月） 液肥（葉面散布）

収穫時期
施用量
（㎏）

成分（㎏）
備考

生育に応じて適宜対応

キャベツ栽培基準 



ブロッコリー栽培基準 八代地域ブロッコリー栽培基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆栽培管理のポイント 

 ・定植時期は台風や降雨等、気象条件の影響を受けやすいため、計画的に圃場準備を行う。 

 ・各作型にあった品種を選定し、計画的に播種及び定植期を分散させ、収穫期が重ならないように努める。 

 ・畝作りは高畝とし、圃場周囲の溝切りを行なうなど排水対策に努める。 

 ・適正な畝幅・株間で定植を行い、商品化率向上を目指す。 

 ・過剰な窒素の施用を避け、肥培管理に注意する。 

 ・病害虫の発生状況に応じてローテーション防除を行う。 

 ・品温の低い時間帯（早朝～午前 10 時頃まで）での収穫徹底により、品質を維持する。 

 

◆栽培管理 

（１）播種  

 １）準備（10a あたり） 

・コート種子：5,000 粒（or 裸種子：20ml×2 袋 or フィルムコート：2,000 粒） 

・セルトレイ（128 穴）：40 枚  

・培土（市販の培土、滅菌消毒済みのもの等） 

 

 2）手順（一度に行う播種量目安：５～10ａ分） 

 ※高温期は夕方に行う。 

 ①セルトレイに培土を均一に入れ、ムラなく潅水する。 

 ②培土の水がなじんだら、播種穴をあけ１穴に１粒播種し、覆土（培土等）する。 

 ③高温時期は、納屋などの風通しの良い日陰で発芽させる。 

 ④トレイを積み重ねる場合は、通風性向上のため、間に空間を確保する（例、割り箸等を挟む）。 

 ⑤発芽確認後、気温が下がる夕方を見計らって育苗ハウスの育苗棚に移動する。 

 

（２）育苗  

 １）準備 

 ①高温期の育苗となるため、できるだけ間口・軒高の大きいハウスに、遮光ネット（30～40％程度）を準備する。 

 ※ハウス内温度が 30℃以下になるように努める。 

 ②ハウスサイド部には、防虫ネットを張る。 

※通風性を確保するため、目合い４mm 以上が望ましい。（防風ネットは×） 

 ③コンテナやブロック＋パイプ等で育苗棚を設置する。 

 ※地面より 30cm 以上離した位置で管理ができるように調整する。 

 

２）潅水のポイント 

 ①基本的には、子葉が展開するまで潅水は行わない。 

 ②夕方には床土表面が白く乾燥する程度に潅水量を調整する。 

  晴天時 ⇒ 朝からたっぷり１回 

  曇雨天時 ⇒ 少なく調整 

  ※午後に萎れるようであれば、葉水を打つ程度に潅水する。 

  ※また、育苗箱の周辺部が激しく萎れる場合は、その部分のみ軽く潅水する。 

  

 ３）育苗箱の入れ替え 

  育苗後半に、生育が揃うように育苗箱の向きを変えると同時に、ハウス端部と中央部の育苗箱を入れ替える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）圃場準備  

 １）作業ポイント 

  ①定植 20 日前までに石灰資材を全面散布後、よく混和し pH を 

5.8～6.8 に矯正する。 

  ②完熟堆肥を２ｔ/10ａ程度施し、地力増進を図る。 

  ③サブソイラー作業や圃場周囲の明きょ整備により、排水対策に努め  

る。 

  ④基肥施用後、土壌水分が適当な状態で畝立てを行なう。 

 ※畝幅 140cm 程度、高さ 30cm 以上の高畝を成形する。 

 ※水分過多で「練った畝」は最後まで生育に悪影響を及ぼしてしまう。 

  

２）施肥基準 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）定植   

 １）定植前日～３日前までに害虫（コナガ・ハスモンヨトウ等）対策として、苗箱かん注処理剤（有効な登録薬剤）で、 

かん注処理を行なう。 

 

 ２）活着を優先させるため、若苗（育苗期間 25～30 日以内）を根ばちが隠れる程度に深植えし、定植後～活着までは、潅水を

十分に行なう。また定植後、『晴天日』や『干ばつ』が続く場合は、圃場への入水も検討する。 

   

 ３）株の充実を図るために、株間は 35cm 以上を目安に定植する。 

  ※株間を広げ、健全な株を育成し、収穫ロスを回避する。 

 

 

 

 

 

◆除草体系 

 １）定植前（10ａ当り） 

 

 

 

 

 

 ２）定植後（10ａ当り） 

 

 

 

 

 

 

 ＊使用上のポイント 

 ①畝立て完了後、湿り気のあるうち、できるだけ早く散布する。 

 ②畝が乾燥している場合は、水量を多く散布する。 

 ③除草剤の効果を最大限発揮させるため、規定の投下薬量を守る。 

 ＊＊使用に際しては、必ず商品のラベルを確認のうえ、記載内容を遵守する。 

 

◆防除体系 

（５）収穫 

 ・花蕾のしまりが良く、奇形・変形・病害の無いものを収穫する。 

  

・収穫時間は早朝から行い、午前 10 時までに収穫を終了し、 

花蕾品温が上昇しない内に箱詰めを行なう。 

  

・直径 10～14cm サイズを中心に収穫する。 

 

・出荷調整時は、花蕾頂部を 16cm 程度で揃え、葉付きとし        

小葉を３～４枚程度に調整する。 

◆特記事項 

（１）生理障害 

 圃場が過剰に乾燥している環境下で、多量に施肥した場合、肥料がいつまでも分解されず、高温条件や降雨等により 

生育後半の不必要な時期に異常吸収される事で「生理障害」を誘発してしまいます。 

  

  

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）根こぶ病対策 

 

作型 適品種の早晩 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

中晩生

晩生

早生／中早生

年明け収穫

早生／中早生

6月

年内収穫

12月 1月 2月 3月 4月 5月7月 8月 9月 10月 11月

薬剤名 使用量 散布量 使用時期 総使用回数

トレファノサイド乳剤 200～300ml 100㍑ 植付前（植穴掘前） １回

トレファノサイド粒剤 ４～６kg － 植付前（植穴掘前） １回

薬剤名 使用量 散布量 使用時期 総使用回数

アグロマックス水和剤 200～300ｇ 100㍑ 定植後雑草発生前 １回

ナブ乳剤 150～200ml 100～150㍑ 収穫７日前まで １回

ワンサイドＰ乳剤   50～100ml 100㍑ 収穫30日前まで １回

生育初期～中期
使用基準で収穫前日数の長い薬剤（21日・14日等）から病害虫の発生状況に応じて
ローテーション防除を行う。ただし、IGR剤など効果の発現が遅い薬剤については、
生育初期から散布する。

生育後期
収穫前日数の短い薬剤（７日・３日等）を病害虫に応じてローテーション防除を行う。
殺菌剤（銅剤）は高温時に薬害の恐れがあるので注意する。

※農薬を散布する際は、必ずラベルの内容を確認し、適正に使用しましょう。

・品種を使い分ける。
・通風性、排水性をよくする（発生環境の抑制）
・過剰化成肥料を避ける、微量要素の活用

・通気性、排水性をよくする（発生環境の抑制）
・過剰化成肥料を避ける、微量要素の活用

対　策

空洞化

カサブタ症状

組織内ベト病

カビや細菌により花蕾が黒点化もしくは腐敗してくるもの

ホウ素欠乏症の一種、植物体の不規則な成長によるもので、
茎内部に空洞が発生、ひどいと褐色化する。

ホウ素欠乏症の一種、茎表面のカサブタ状になることで、
商品性を著しく低下させる。

冬どり品種に発生する症状で、花蕾下の花茎が黒く褐変し、
食すると苦味を生じる。原因は不明で、ベト病もしくは、
ホウ素欠乏とも言われる。

花蕾腐敗病

・肥料バランスの乱れ（窒素過多・ホウ素欠乏症）
・高温・疎植

・窒素過多など肥料バランスの乱れによるもの
・ホウ素の不足
・湿害、干害など根痛みによる吸収阻害

生理障害 症　状

栽植密度：4,080株／10a

高さ
30㎝

株間33～35㎝
条間40㎝

高さ
30㎝

株間33～35㎝
条間40㎝

　株間を広げるメリット
◎株が充実する
　ボトニング発生の軽減
◎通風が良くなり病害発生軽減
　ベト病の耕種的予防

うね幅
135㎝～140㎝

うね幅
135㎝～140㎝

チッソ リンサン カリ チッソ リンサン カリ

基　肥 60 7.2 9.0 6.0 基　肥 60 7.2 9.0 6.0

追肥① 30 4.8 4.8 追肥① 30 4.8 4.8

追肥② 30 4.8 4.8 追肥② 40 6.4 6.4

計 120 16.8 9.0 15.6 計 130 18.4 9.0 17.2

チッソ リンサン カリ チッソ リンサン カリ

基　肥 80 9.6 12.0 8.0 基　肥 100 12 15.0 10.0

追肥① 30 4.8 4.8 追肥① 30 4.8 4.8

追肥② 40 6.4 6.4 追肥② 40 6.4 6.4

計 150 20.8 12.0 19.2 計 170 23.2 15.0 21.2

成分（㎏）
備考

1～3月

収穫時期
施用量
（㎏）

成分（㎏）
備考

※基本的な目安ですので、土質・圃場条件によって調整が必要な場合があります。

収穫時期
施用量
（㎏）

4～6月

12月

施用量
（㎏）

成分（㎏）
備考

備考収穫時期

10～11月

収穫時期

成分（㎏）施用量
（㎏）

◆高温による障害

◆低温による障害 ◆ホウ素欠や、窒素過多による障害

キャッツアイ
粒の生育不揃い、色むら

死花（ブラウンビーズ）

粒（花芽）が死に黄変
黄化花蕾

花芽の未分化 栄養生長に戻り葉が出る 花蕾生育異常
リーフィー 不整形花蕾

ブラインド（芽なし） ボトニング

樹は小さいが花蕾がつ
く、定植後の低温で生殖
生長に移行

生長点がなくなり生育停
止。育苗時や初期生育中
の低温・低日照で発生

カサブタ症

茎にカサブタ状の傷ができる

空洞症

茎に空洞ができる

窒素を減らす

穏やかな肥効になる肥培設
計

灌水する
（極端な乾燥避ける）

ホウ素資材施肥

○＝播種　　　　　＝定植　　　　　　＝収穫



キャベツ

月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

年内収穫 播種 定植
収穫

年明収穫 播種 播種　定植 定植
収穫

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

播種

播種　定植

定植
収穫

播種 播種　定植 定植
収穫

播種
定植 収穫

ブロッコリー・カリフラワー

月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

秋冬どり 播種 播種　定植 播種　定植

春どり 播種 播種　定植 定植

レタス

月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

播種 播種　定植 定植

播種　定植 播種　定植 播種　定植 定植

作業の特徴 9月から播種スタートし、随時品種・収穫時期を考慮しながら、長期安定出荷を確保する。

八代地方における　主要露地野菜の基本的な作型（概略）

作業の特徴
播種・定植期は、基本的にキャベツに準ずるが、品種によって幅広い播種期の対応が可能。
品種の使い分けと収穫を考慮した栽培規模の分散が必要。

年内～3月まで収穫分

春～初夏に収穫

作業の特徴 時期によって品種の使い分けが必要となり、形状も様々。　（早撒き、多肥を避ける）

年内～3月まで収穫分

作業の特徴 8月～9月上旬までに播種を終了し、10月上旬までに定植を完了する。

月

春キャベツ（サワー系）

春どり寒玉系キャベツ

春どり中早生キャベツ



月

旬

半旬 1半旬 2半旬 3半旬 4半旬 5半旬 6半旬 1半旬 2半旬 3半旬 4半旬 5半旬 6半旬 1半旬 2半旬 3半旬 4半旬 5半旬 6半旬

日 1～5 6～10 11～15 16～20 21～25 26～31 1～5 6～10 11～15 16～20 21～25 26～31 1～5 6～10 11～15 16～20 21～25 26～31

1 YR銀次郎
ギ ン ジ ロ ウ

（マスダ採種）

1月収穫で玉色の濃い品種。中
早生血統でボリュームがある。

16 25

2 TCA-422
（タキイ）

「彩ひかり」のゴマ症対策と
して、生理障害でにくく、肥
大性に優れる。

15 20

20 30

3 彩
アヤ

ひかり
（タキイ）

結球肥大型。ｺﾞﾏ症対策とし
て、早まきを避ける。厳寒期
の安定した作柄が特徴

20 30

4 冬
フユ

のぼり
（野崎採種）

結球充実型のため、早まきす
ると「ブカ玉」が生じる。

20 30

△ △ × × × ×

5 晩
バ ン

抽
チ ュ ウ

冬
フ ユ

982
（マスダ採種）

外葉半立性で、玉は濃緑色。
葉質は肉厚でボリューム感あ
り。

20 30

○ △ △ × × ×

1 夢
ユメ

ごろも
（タキイ）

早まきによる「ゴマ症」対策
品種であるが、八代における
適正は、後半に属する。

20 30

○ △ △ × × ×

2 恵
メグ

緑
ミドリ

（FC-301）

（フジミオフィス）

萎黄病抵抗性で、黒腐病
に強い

20 30

3 YCRこんごう
（日本農林社）

根こぶ病、イオウ病に抵抗性を持っ
た寒玉系品種

15

4 冬まどか
（野崎採種）

耐寒性・低温肥大性を持ち、外葉は
少なめで良く揃う。

20 30

5 強力まどか
（野崎採種）

草勢はやや強めで生育し、開張性だ
が外葉は少なめで良く揃い、耐寒
性・低温肥大性を持つ。避球・傷み
遅く、収穫期間は長い。

20 30

6 舞みどり（NXBY-528）

（渡辺農事）

草姿立性で球色鮮やか。締り良く低
温結球性強い

20 30

7 YR冬親方
（マスダ採種）

外葉は開張性で形状は甲高扁円玉で
濃緑色。
在圃性が高い

20 30

下

記号の意味： 　・・・播種 　・・・定植 ■・・・適期収穫期間

中 下 上 中上 中 下 上下 上 中 下中 下 上 中上

中 下上 中 下 上 上 中 下

上 中 下
№

品種名
（種苗メーカー）

品種特徴
ポイント

H23～H26年の試作評価
は高い結果を得られた
が、極端に遅い定植では
作柄がブレる。

元肥1：1追肥とする。極端な早
播きは黒腐病を誘発する。

多肥になると、縁枯れ症状を呈
する場面がある。

3月7月 8月 9月

多肥を避け、年内で追肥
を終了する。
（年明けに肥効を持ち越
さない）

在圃性が特に高い。

10月 4月1月 2月11月 12月

平成27年度産 冬キャベツ作型表

※試作段階もしくは、導入候補品種

年明けどり（1月～4月収穫）

播種・定植期　厳守!!

播種：8月20日以降

定植：9月20日以降　厳守!!

彩ひかりとの体系導入
多肥栽培になると、中早生種
に似た形状となりやすいた
め、適正施肥に努める。

H26年度より現地拡大

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

※「冬のぼり」「晩抽冬982」に
ついては、9月30日までの定植完
了を基本とし、遅くとも10月初
旬（5日頃）までを限界とする。

【重　要】

適期収穫期間

定植時期の遅れによる危険
度

定植時期の遅れによる危険
度

適期収穫期間

適期収穫期間

定植時期の遅れによる危険
度

適期収穫期間

適期収穫期間

9月一杯で定植を完了する!! 
 

止むを得ず10月定植になる場合は、品種特性を 

熟慮した対応とする。 



上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

1
サマードーム

（SK3-081）

（サカタのタネ）

耐暑性・棚持ちに優れ
るが播種適期を逃すと
熟期が極端に遅れる

95
～

100

注意！

8月8日まで
播種完了する。

15

●
8

●

▼ ▼
3

2
おはよう

（SK3-084）

（サカタのタネ）

適応性が広く、花蕾・
茎のボリュームバラン
スが良い（早生性）

90
～

130

8月下旬までに播種
完了する。

早まきは、「死花」
の発生率高まる

15

●
30

●

▼
20

▼
30

3
グリーンキャノン

（SK6-401）

（サカタのタネ）

「根こぶ病 耐病
性」
を持つ。形状は安定して
おり草姿は立性かつ収穫
調整作業性に優れる。

110
～

140

年内から年明けどりに
適する。年内どりは、
8月末までに播種完了
する。

15

●
30

●

▼ ▼

4 ウィンベル
（渡辺農事）

花茎が太く、ハイドー
ムでボリュームがある
のが特徴の中早生種

105
極端な「早播きを避
け、8月中旬までに
播種を完了する。

10

●
20

●

▼
5

▼
15

5 ベルスター
（渡辺農事）

花蕾のボリューム、
締りが良い中性種 115

花蕾、花茎共にボ
リュームがあるが、出
蕾期以降の生育速度が
やや緩慢気味

20

●
30

●

▼
20

▼
30

1 ピクセル
（サカタのタネ）

全国で長年の実績があ
り、適応性が幅広い。
品質の安定性が高い。
（早生性）

90
8月下旬までに播種
完了する。9月播き
は花蕾形状が不安定

10

●
30

●
▼ ▼

30

2 美緑
ヨシミドリ

408
（野崎採種）

草姿は立性で、花蕾は
堅く締り在圃性高い

115
～

130

干ばつ時や、多肥傾
向になると腐敗・空
洞を誘発し易い。

10

●
30

●
▼
5

▼
30

3
ファーストスター

（Na002）

（ナコス）

草姿のバランスが良
く花蕾の締りも良い

95
～

100

多肥傾向になると、腐
敗・空洞を誘発し易
い。窒素過多に反応早
い為、多肥厳禁

20

●
30

●
▼
20

▼
30

4
福みのり

（KB-043）

（みかど協和）

軸が太くボリューム
のある中早生タイプ 105

草勢が強く、多肥傾向
になると、空洞を誘発
し易い。多肥厳禁

15

●
20

●
▼
15

▼
20

5

記号の意味：

平成27年度産 秋冬ブロッコリー作型表

※試作段階もしくは、導入候補品種

▼・・・定植●・・・播種 ■・・・適期収穫期間

特徴品種名
（種苗メーカー）

№

年内収穫（10月～12月収穫）

ポイント!!日数タイプ
11月 12月7月 8月 9月 10月 3月 4月1月 2月

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫
期間

【作型における栽培ポイント】

①施肥量（基肥）を見直す

②肥料で生育促進させない

③活着を最優先する
　※若苗定植
　（育苗日数25～30日以内）
　※定植直後のかん水
　（活着促進）

④追肥後のかん水
　※分解→吸収促進
　定植→収穫まで短期間となるた
　め、施肥時は確実に吸収を促す。

⑤株間を適正に!!
　　狭すぎて、株の充実がないまま
　　 出蕾を迎え「ボトニング」によ
　    るロスが多発している。

　株間：【30㎝　→　35㎝】
　「べと病」の耕種的予防策

⑥9月以降に播種しない!!
　※8月末まで播種完了する。

◎「茎表面のカサブタ症状＋軸切り口の空洞」

　　　　　　　　　⇩
　　　≪窒素過剰のホウ素欠乏症状≫

適期収穫期間

適期収穫期
間

適期収穫期
間

適期収穫期間

適期収穫期間

「死花」
発生に注意!!

各品種に定められた時期で定植を行う 



作付パターン（１ha）の例 
７月

下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

1 おきな 10

2 晩生藍宝ひかり 10

3 12～1月 YR銀次郎 20

4 TCA-422 20

5 彩ひかり 20

6 冬のぼり 10

7 晩抽冬982 10

７月

下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

1 5

2 5

3 5

4 5

5 5

6 5

7 10

8 10

9 10

10 10

11 2月 彩麟 10

12 晩緑99Ｗ 10

13 5

14 5

１０月 １１月

１～2月

2～3月

品種名

12月

№
３月

冬キャベツ１００ａ作付けパターンの例

面積
（ａ）

９月収穫
時期

２月8月 １２月 １月

ブロッコリー１００ａ作付けパターンの例

№
収穫
時期 品種名 面積

（ａ）

8月 ９月 １０月 １１月 １２月

3月

11月

晩緑100

ＳＫ７－０９６

グランドーム

おはよう

ピクセル

1～2月

11～12月

12月

12～1月

１月 ２月 ３月

サマードーム

収　穫

収　穫

収　穫

収　穫

収　穫

収　穫

収　穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

収穫

計画の立て方（順序）
１）収穫時期と、1日あたりの収穫量を決定する
２）収穫適期の品種を選定する
３）1回当たりそれぞれの播種・定植時期を決定
する

（※）収穫時期は気象条
　　　件により前後しま
す

播
種

播
種

播
種

播
種

播
種

播
種

播
種

キャベツは、10a当り約4～
7t収量があり、10kgDBに
換算すると400～700箱に
なるため、1日当りの作業能
力を考慮した作付け計画をた
てる 

ブロッコリーは、10a当り約
0.8～1tの収量があり、
6kgHPに換算すると約150箱
になるため、1日当りの作業能
力を考慮した作付け計画をた
てる 



上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

1

11下
～

12月上

ラプトル
（横浜植木）

●

2 シルル
（住化農業資材）

● ●

3 モデナ
（住化農業資材）

4 スターレイ
（タキイ）

● ●

●

●

6 レイヤード
（タキイ）

● ●

7

1月中
～

2月

テンション
（カネコ）

● ●

8 ラウンド
（ツルタ）

●

9 フルバック
（タキイ）

● ●

10 ツララ
（ツルタ）

● ●

11 シグマ
（サカタ）

● ●

12 ジョルト
（住化農業資材）

● ●

レガシー
（タキイ）

トンネルベタ掛け  ・・・定植記号の意味： ●・・・播種

5

2月
～

3月

2月
～

4月

※試作・
拡大候補

■■・・・適期収穫期間

12月下
～

1月上

平成26年度産 JAやつしろレタス部会 ≪基本作型表≫

品種名
（種苗メーカー）

№

☆露地～ベタ掛け～トンネル栽培の目安☆

3月
収穫期

12月

9月

●

4月1月 2月11月 12月10月8月

適期収穫期間

適期

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収穫期間

適期収

？

◎
10/20日
以降

？

契約期間12月1日～３月10日（100日間）までの
連続収穫可能な体系導入 



2
アブ
ラム
シ・
コナ
ガ

ﾊｲﾏﾀﾞ
ﾗﾉﾒｲ
ｶﾞ、ｺ
ﾅｶﾞ他

べ
と
病

ｺﾅ
ｶﾞ、ｱ
ｵﾑｼ

ｱﾌﾞﾗﾑ

ｼ類、

ﾅﾓｸﾞﾘ

ﾊﾞｴ、ﾊ

ｽﾓﾝﾖﾄ

ｳ、ｵｵﾀ

ﾊﾞｺ

ｶﾞ、ｶ

ﾌﾞﾗﾔ

ｶﾞ

ﾊｽﾓﾝﾖ

ﾄｳ、ﾈ

ｷﾞｱｻﾞ

ﾐｳﾏ、ｱ

ｵﾑｼ

ネキ
リム
シ類

苗立
枯病

コナガ
アオム
シ・
ヨトウ
ムシ

ﾖﾄｳﾑ
ｼ、ﾊｲ
ﾏﾀﾞﾗﾉ
ﾒｲ
ｶﾞ、ｺ
ﾅｶﾞ

コナ
ガ

ﾊｽﾓﾝﾖ
ﾄｳ、ｺ
ﾅｶﾞ

べ
と
病

コナ
ガ
アオ
ム
シ・
ヨト
ウム
シ

軟
腐
病

コナ
ガ
アオ
ムシ

コナ
ガ
アオ
ムシ

コナ
ガ
アオ
ムシ
ヨト
ウム
シ

ﾊｲﾏﾀﾞ
ﾗﾉﾒｲ
ｶﾞ,ｱｵ
ﾑｼ,ﾊｽ
ﾓﾝﾖﾄ
ｳ,ｺﾅ
ｶﾞ

ハス
モン
ヨト
ウ

黒
腐
病

ベ
ト
病

菌
核
病

軟腐
病、
花蕾
腐敗
病、
ベト
病

軟
腐
病

畑地
一年
生雑
草

一
年
生
イ
ネ
科
雑
草
（

ス
ズ

メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
を
除
く
）

畑地
一年
生雑
草

薬
剤
名

ア
デ
ィ

オ
ン
乳
剤

プ
リ
ン
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル

ダ
コ
ニ
ー

ル
１
０
０
０

プ
レ
バ
ソ
ン
　
フ
ロ
ア
ブ
ル
5

ジ
ュ

リ
ボ
　
フ
ロ
ア
ブ
ル

ベ
リ
マ
ー

ク
Ｓ
Ｃ

ガ
ー

ド
ベ
イ
ト
A

リ
ゾ
レ
ッ

ク
ス
水
和
剤

ア
フ
ァ
ー

ム
乳
剤

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス
顆
粒
水
和
剤

ノ
ー

モ
ル
ト
乳
剤

プ
レ
オ
フ
ロ
ア
ブ
ル

ダ
コ
ニ
ー

ル
１
０
０
０

コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル

ス
タ
ー

ナ
水
和
剤

ス
ピ
ノ
エ
ー

ス
顆
粒
水
和
剤

ト
ル
ネ
ー

ド
フ
ロ
ア
ブ
ル

コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル

ア
フ
ァ
ー

ム
エ
ク
セ
ラ
顆
粒
水
和
剤

カ
ス
ケ
ー

ド
乳
剤

ヨ
ネ
ポ
ン
水
和
剤

ア
ミ
ス
タ
ー

2
0
フ
ロ
ア
ブ
ル

ラ
イ
メ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル

レ
ー

バ
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

カ
ン
タ
ス
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル

Z
ボ
ル
ド
ー

ス
タ
ー

ナ
水
和
剤

ア
グ
ロ
マ
ッ

ク
ス
水
和
剤

ナ
ブ
乳
剤

ト
レ
フ
ァ

ノ
サ
イ
ド
乳
剤

バ
ス
タ
乳
剤

プ
リ
グ
ロ
ッ

ク
ス
Ｌ

使用倍
数・量

2,000 2,000 1,000 100 200 400 3kg 500倍
1, 000～

2, 000

2000

～

4000

2,000 1,000 1,000 2,000 2,000 5,000
1, 000～

2, 000
2,000

1, 000

～

1, 500

4,000 500 2,000 2,000 2,000 2,000 1,500 500 2,000
200～

300g

150～

200m

l

200～

300ml

300

～

500ml

600～

1000ml

使用回数 5 2 2 5 1回 3 2 2 2 2 2 2 3 2 2 3 2 4 3 4 2 3 1 ― 2 1 1 1 3

使用時期

3
日
前
ま
で

3
0
日
前
ま
で

2
1
日
前
ま
で

生
育
初
期

①
育
苗
期

②
2
1
日
前
ま
で

3
日
前
ま
で

前
日
ま
で

7
日
前
ま
で

7
日
前
ま
で

2
1
日
前
ま
で

前
日
ま
で

1
4
日
前
ま
で

3
日
前
ま
で

1
4
日
前
ま
で

前
日
ま
で

7
日
前
ま
で

7
日
前
ま
で

前
日
ま
で

3
日
前
ま
で

7
日
前
ま
で

７
日
前
ま
で

3
日
前
ま
で

2
1
日
前
ま
で

―

1
4
日
前
ま
で

備考

①

2

回

以

内

②

1

回

以

内

注意：農薬を散布する際は必ずラベルの内容を確認し、適正に使用しましょう
※登録は除草剤一覧参照

生育期　～　出蕾期 臨機防除

※使用基準の遵守及びローテーション散布に努める

殺菌剤殺虫剤

収

穫

前

日

ま

で

(

雑

草

生

育

期

定

植

前

又

は

畦

間

処

理

)

茎葉処理

雑
草
生
育
期
（

イ
ネ
科
雑
草
3
〜
5

葉
期
，
但
し
，
収
穫
7
日
前
ま
で
）

重点対象
病害虫

25～30日

4 5

０日

育苗トレイ

60～150日

平成２７年度 八代地方 ブロッコリー防除体系

→
播種 除草剤

生
育
ス
テ
ー

ジ

育苗期 定植期
外葉展開期～出蕾期

べ
と
病

定
植
後
雑
草
発
生
前
（

定
植
後

1
4
日
ま
で
）

植
付
前
又
は
、

畦
間
処
理
（

収
穫

3
日
前
ま
で
）

※
プ
レ
バ
ソ
ン
、

ジ
ュ

リ
ボ
灌
注
処
理
の
場
合
、

1
回
目
防
除
は
省
略

 
但
し
、

プ
レ
バ
ソ
ン
処
理
の
場
合
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
発
生
に
注
視
し
て
臨
機
対
応

一年生雑草

　
　
　
（

植
え
穴
掘
前
）

定
植
前
（

雑
草
発
生
前
）

出

蕾

以

降

は

散

布

し

な

い

！

出

蕾

以

降

は

散

布

し

な

い

！

合計1回まで

育
苗
期
後
半
～

定
植

当
日

（

灌

注

処

理
）

計

4

回

ま

で

同

系

統

剤

どれか1つを選択 土壌処理

→
1定植時 3

定植

防除基準の整備 



露地野菜 主要品目 における　除草剤使用のポイント

トレファノサイド乳剤

トレファノサイド粒剤

ゴーゴーサン乳剤30

ゴーゴーサン乳剤

トレファノサイド乳剤
トレファノサイド粒剤ゴーゴー
サン乳剤30
ゴーゴーサン乳剤
ゴーゴーサン細粒剤F

①うね立て完了後、湿り気のあるうち、できるだけ早く、散布する。

②「うね」が乾燥している場合は、水量を多く散布する。

③除草効果は、使用薬量によってムラが出るため、規定量をしっかりと散布する。
（例：10a当り使用量100mlの場合、水使用量が何㍑であろうが、100ml散布する）

トレファノサイド乳剤
トレファノサイド粒剤ゴーゴー
サン乳剤30
ゴーゴーサン乳剤

アグロマックス水和剤

ナブ乳剤
ワンサイドP乳剤

フィールドスターＰ乳剤
アグロマックス水和剤

ナブ乳剤
ワンサイドP乳剤
セレクト乳剤

①うね立て、定植完了後、湿り気のあるうち、できるだけ早く、散布する。

②「うね」が乾燥している場合は、水量を多く散布する。

③除草効果は、使用薬量によってムラが出るため、規定量をしっかりと散布する。
（例：10a当り使用量100mlの場合、水使用量が何㍑であろうが、100ml散布する）

ナブ乳剤

ナブ乳剤

うね立てから定植まで

日数が長くかかる場合 「フィールドスターＰ乳剤」の誤使用に注意する!!
※ブロッコリーには使用登録なし

除草剤使用体系の整備 
（水田露地野菜では必須） 



49 

～契約販売履行のための安定生産方策～ 
品種・播種予定・定植予定・収穫予定を事前に個別管理 



農薬保管庫 
（整備前） 

農薬保管庫 
（整備後） 

平
成
２
２
年
９
月
 

民
間
G
A
P
認
証
 

レタスの取り組
み事例!！ 

50 

GAPの導入（JＧＡＰ基準→ＧＧＡＰ基準） 

取り引き上の必須条件としての取り組み（必然） 

GAPとレタスの品質は別!！ 



51 

GAP取り組みの経過 
2008年 
（H20） 

取
引
上
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ 

適
用
通
達 

2009年 
（H21） 

Ｇ
Ａ
Ｐ 

準
備
（
移
行
期
間
） 

2010年 
（H22） 

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
監
査
合
格
（
第
1
回
） 

2011年 
（H23） 

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
監
査
合
格
（
第
2
回
） 

 
※

Ｇ 

Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
へ
の
移
行
説
明 

2012年 
（H24） 

Ｇ 

Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準 

第
二
者
監
査
合
格
（
第
1
回
） 

※

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
の
適
用 

2013年 
（H25） 

Ｇ 

Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準 

第
二
者
監
査
合
格
（
第
２
回
） 

2014年 
（H26） 

Ｇ 

Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準 

第
三
者
監
査
合
格
（
第
3
回
） 



作柄の極端なブレの解消 

栽培データの蓄積 

GAPの導入効果 

2011年   国産野菜の生産・利用拡大優良事業者表彰事業 

独立行政法人 農畜産業振興機構理事長賞 

取り引きの優先順位を上げる 



53 

全国JA  のGAP基準の設定・実施 



228ha 

300ha 

396ha 

415ha 
429ha 

457ha 
476ha 504ha 

502ha 

664ha 

398戸 

505戸 

611戸 

556戸 

650戸 658戸 

695戸 

729戸 

689戸 715戸 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

 -

 100

 200

 300

 400

 500

 600

 700

H17年度 H18年度 H19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 H25年度 H26年度 

（戸） （ha） 

JAやつしろ 露地野菜類実績経過 

～栽培面積・戸数の推移～ 

戸数 
179％ 

面積 
291％ 



5,752t 

8,494t 

11,204t 

9,828t 

12,715t 

13,630t 
14,025t 

13,143t 

15,456t 

14,522t 

724百万 

977百万 

1,334百万 
1,306百万 

1,693百万 

1,903百万 1,833百万 

1,905百万 

2,356百万 

2,723百万 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H17年度 H18年度 H19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 H25年度 H26年度 

（百万） （t） 

JAやつしろ 野菜類実績推移 

～出荷数量・販売金額の推移～ 

数量 
252％ 

金額 
376％ 

新規作物導入検討PJ
（H17～） 

第1回野菜類

出荷会議 

合同反省会 
分科会 

第2回野菜

類出荷会議 

第3回野菜

類出荷会議 

第4回野菜

類出荷会議 

第5回野菜類

出荷会議 

第6回野菜類

出荷会議 

大
不
作 



平成26年度産 野菜類 生産販売実績 

テーマ 

農家が栽培された農産物は全て販売する!！ 

紆余曲折を経て、JA販売高全体の約1割を占める
27億円までなった事で、ようやく「認知度」と
「位置づけ」も高まってきた。 
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露地野菜 指導体制年間スケジュール 

～具体的な指導販売関連年間スケジュール～ 



今後のテーマ 

農業を続けて行ける環境作り 

選択肢の一つとしての露地野菜 

八代の基幹作物 い草 

い草と露地野菜の共存共栄 



泥臭く!！地道に!！ 



おわり 

ご清聴ありがとうございました 


